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メンタルヘルスに
ついて、優先度が
高い、または中程
度であると回答

メンタルヘルスへの取組みの最優先事項 

過去�年間にメン
タルヘルス関連の
商品およびサービ
スに対する需要が
増加したと回答

��% が過去�年間にメンタルヘルスに関連の新しい商品・サービスを発売したと回答

57%
（グローバル）

85%
（グローバル）

商品開発、引受査定、支払査定、 
健康増進プログラムを支援するた
めにメンタルヘルスの専門家を活
用していると回答

50%
（グローバル）
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支払査定アプローチの変更

保険契約者、保険金請求者に付加価値サービスを提供

引受査定アプローチおよび査定標準の変更

自社の社員へのサポートや制度の充実

メンタルヘルスに関連する理解の向上や偏見の軽減

メンタルヘルスを適切に管理するための専門性
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特定疾病および就業
不能の保障拡大

オンラインによる
メンタルヘルスケア 

インターネットで提供され
る認知行動療法（iCBT）

個別化医療
（例として薬理遺伝学）

保険契約者・受取人に対
する死別カウンセリング 

カウンセリングを対象にした給付
金において医師の種類を追加

メンタルヘルスに関するRGAグローバル調査

最新の調査結果から
得られた��大ポイント*



*定性的インタビューの17回実施に加えて、全世界でオンライン調査（回答者数137人）
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回答者は、生命保険業界がメンタルヘルスの取組みを
一段と支援すべきであると指摘
特に、サービスへのアクセスの提供、商品開発の強化、理解の向上、教育および
研究に加えて、メンタルヘルス疾患に対して保障を拡大するための引受査定の調
整を通した支援が主な回答
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メンタルヘルス疾患の保障の拡大、 
追加、または不担保を解消するた め、
商品開発を予定。��%が引受・支払査
定に関する課題を回答

「顧客はメンタルヘルス疾患
に対応する適切な保険に加
入できる」と回答

「既存の査定標準がメンタルヘルス
のリスク評価の保守的なアプロー
チの一因である」という仮説に同意
する、または強く同意すると回答

保障の提供拡大に重点を置
き、メンタルヘルスの動向に
対応して、過去�年間に引受査
定方針や実務を更新

23%
（グローバル）

82%
（グローバル）

51%
（グローバル）

保障性商品の一部として提供される付加価
値サービスは、就業不能保険や特定疾病
保険（個人・団体保険）と密接に関連
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49%
（グローバル）
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連絡先　詳細については各地域のRGAの支店またはpublications@rgare.comにお問い合わせください。




